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ユビキタス社会を支える企業として高いエンジニアリング能
力を求められる今日、豊かな社会の実現に取り組んできた事例
を紹介します。

池野通建株式会社

代表取締役社長
作山 裕樹

１．豊かな社会の実現に向けて

一貫して事業展開することにより、長
年にわたり培ってきたエンジニアリン
グノウハウをベースに、ユビキタス社
会を支える総合情報通信エンジニアリ
ング企業を目指し、技術者育成の強
化・新技術の修得ならびに効率的な施
工体制の維持強化などを図り、環境変
化に対応できる力を蓄積してきまし
た。
　市場への対応力を高め、将来の事業
を担う新しい分野への挑戦をしていく
ためには、財務基盤の強化をはじめと
した経営の安定化や従来にも増して安
全・品質の高い施工を実現していく必
要があります。
　社員の行動準則を図るコンプライア
ンス活動、環境保全に配慮した企業活
動ならびにマネジメントシステムの維
持向上などを積極的に展開し、全社員
が環境変化を捉え、自分の役割を十分
認識した上で柔軟な発想により社会や
お客様との対話を通じて一層の信頼確
保に努めていくことも重要課題の１つ
であると考えます。
　当社がこれまで培ってきたエンジニ
アリング能力を発揮し、お客様からの
信頼を得ることにより、豊かな社会の

実現に向けて取り組んできた事例とし
て、NTT東日本様から受託している
設備運営業務の拡大に対応した取組
み、東日本大震災後の航空自衛隊松島
基地内での復旧支援の取組み、および
聴覚障がい者向け情報提供システムに
ついて、以下の章でご紹介したいと思
います。
　いままで培ってきた社会やお客様と
の信頼関係を元に、新技術や施工ノウ
ハウを取り入れ、社会やお客様からの
要望に柔軟かつ迅速に対応していくこ
とで、豊かな社会の形成に貢献いたし
ます。
　これからも引き続き一層のご愛顧・
ご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。

　昨年12月に代表取締役社長に就任
致しました作山です。宜しく、お願い
申し上げます。
　情報通信エンジニアリング協会
（ITEA）会員として、我が国の情報
通信産業の発展に貢献することで、豊
かな社会の実現に役立ちたいと考えて
います。
　当社は、昭和22年に創業し、長年
にわたり東京都北区を拠点としてきま
したが、昨年11月末に東京都大田区
の平和島に本社を移転致しました。ま
た、エクシオグループの一員として、
通信工事を中心に、国交省様、防衛省
様等の公共工事、企業のインフラ工事
や監視カメラ・福祉機器等の販売・設
置工事を行っています。
　さて、最近の情報通信市場は、ネット
ワークの高速化・高度化が図られ、イ
ンフラ整備をベースに、スマート端
末、クラウドなどがもたらすスマート
革命が始まろうとしています。通建業
界もこのパラダイムシフトに対応する
べく、施工技術、品質、スピードを実
現する力が必要となっています。
　当社は、このような市場動向を鑑
み、電気通信設備工事の設計・施工を
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 群馬支店　アクセス担当部長　小林 秀美

２．設備運営業務の全面受託（Cエリア化）の拡大 
～伊勢崎サービスセンタ～

店長

Ａ社
委託先管理者他

８名
４名

２名

：元請（３名）

＜参考＞
伊勢崎市（玉村町含む）

人口
面積
施設数

244.6（千人）
165（K㎡）
173,000加入

：委託先Ａ社（12名）

設備保全グループ 故障修理グループ

図１　伊勢崎サービスセンタ体制

写真１　 マンホール内で浸水検知モ
ジュールの取替え作業

写真２ 　空気乾燥供給装置の点検作業

　平成24年７月にNTT群馬支店管内
の伊勢崎エリアで設備運営業務（宅内
故障修理、アクセス・基盤系の設備保
全業務）の全面受託（Cエリア）化が
スタートしました。
　池野通建・群馬支店としては、平成
23年７月の沼田Cエリア化に続き、第
2弾となります。当初、沼田Cエリア
化の設備運営業務は、初めての経験で
あったことから、以下のような課題が
潜在化しており、
　①�アクセス系の保全の技術・ノウハ
ウを有していない　

　②�店長はNTT様から来ていただけ
るのだろうか

　③�体制はどのようにしたら良いのか
　④�アクセスとユーザの複合業務を円
滑に実施するにはどうしたら良い
のか

等の課題が山積みでした。
　支店長を中心にNTT東日本－群馬
様へ相談や協議を繰り返し、１つひと
つ解決していきました。
　まず、受託開始前に保全技術者を確
保する観点からNTT前橋・渋川フィー
ルドサービスに池野通建社員２名の
OJTを依頼して、約2カ月間研修を実
施しました。これでアクセス系の保全
の技術・ノウハウが完璧に習得できた
わけではありませんが、全体の業務の
流れと内容が理解できたことで社員に
自信がつきました。また、NTT様の
配慮で現場経験豊富な管理者を店長と
して迎えることができ、OJTを実施し
た２名と合わせて池野通建（元請）の
体制が整いました。
　残る課題は、協力会社（一次請け）

の体制ですが、Cエリア化以前は故障
修理業務を複数の協力会社と契約し、
故障修理者の所属もバラバラで構成さ
れていました。これを統一して全員を
１つの一次請け会社の社員とするよう
依頼するとともに、アクセス・基盤の
保全業務で新たに参加する技術者は、
一次請け会社の社員とするよう要請し
ました。この結果、沼田Cエリアでは、
池野通建社員と一次請け会社の社員の
みとなり、磐石な設備運営体制が確立
できました。これによって、アクセス、
ユーザの垣根を越えた相互支援体制が
構築され、効率化を目指した複合業務
ができるようになりました。
　なお、設備運営業務を進める中で
NTT東日本様からの推奨もあって、
東日本各都道県から数多くのNTT様、
通建各社様が実態調査で沼田に見えら
れ意見交換が行われました。
　このように、沼田Cエリア化のノウ
ハウを有しておりましたので、伊勢崎
Cエリア化の設備運営業務の体制は、
さほど苦労せずに発足することができ
ました。
　具体的には、NTT様から現場第一
線で活躍していた人材を店長として迎
え、沼田Cエリアで1年間の経験を積
んだ池野通建社員1名を伊勢崎にシフ
トし、新たに池野通建社員1名を投入
して店長＋２名と協力会社1社で沼田
と同じ体制が確立できました（図１）。
　伊勢崎エリアの加入数は、17万
3,000加入と沼田エリアと比べて通信
設備の規模も大きく、発生する業務量
も多い中で、NTT様から依頼される
義務工程やお客様から直接依頼される

突発的な業務を滞りなく実施すること
はもちろんのこと、自ら積極的に不良
設備を見つける（裁量工程）ことで設
備改善提案に結びつけ、自分たちエリ
ア内の電気通信設備をＮＴＴ様に成り
代って良くしようと日夜頑張っており
ます（写真１・２）。
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　地震と津波の恐怖が拭えない環境の
なか、余震の度に避難するといった作
業の中断が何度も生じました。津波注
意報が発令された場合は、避難場所で
ある本部庁舎の屋上へ避難した事も数
回あったとの事でした。
　そのような状況の中、無災害で平成
23年9月30日に竣工を迎える事ができ
た事が最大の喜びです。工事に携わっ
た工事長と作業員全員に感謝します。
　今回、被災地への災害派遣の拠点と
なった航空自衛隊松島基地の災害復旧
に携わることで少しでも東北の復興に
貢献でき、防衛省から感謝状が授与さ
れた事を誇りに、これからもプライド
をもって仕事に邁進していきたいと
思っています（写真３）。

して復興させようとする情景に、この
迷いも一瞬にして消え去りました。
　通信隊に係官と出向くと、通信隊は
最優先に復旧を必要とする箇所を決め
ており、その場所に案内されました
が、通信室の通信機器は高さ約1.5メー
トルまで水没し、津波による泥や枯れ
草等が付着しており、金属はすでに錆
が発生している状態でした。　
　地下線路の調査では、マンホールの
位置が津波で運ばれた土砂に埋まって
いる場所もあり、マンホール1個を探
すのに三日間も時間を費やした事もあ
りました。
　資材を手配し
ても仙台市内に
ない物は輸送と
なり、陸路も遮
断され緊急用の
トラック等が優
先されているた
め、通常の倍以
上の時間が掛り
ました。

写真３　授与された感謝状と楯

４．福祉システムの紹介　～聴覚障がい者向け情報提供システム～

 ソリューション事業部　福祉営業担当部長　松村 孝好

　昭和61年から視覚障がい者の社会
参加ができるように歩行支援システム
の数々のアイテムを開発・販売してき
ました。視覚障がい者の中では、池野
通建＝歩行支援機器メーカーのイメー
ジが浸透してきたところです。今回
は、10年ほど前から携わってきた聴
覚障がい者のための情報提供システム
を紹介します。

4-1　聴覚障がい者が感じる不便さ
　聴覚障がい者数は、全国で約28万

人（平成18年現在）と言われますが、
日常生活の中でさまざまな不便を感じ
ています。
１）周囲の方に気づいてもらえない
　�　視覚障がい者や車いす利用者のよ
うに、一見してその障害がわかりま
せん。
２）放送や呼びかけにも気づかない
　�　店内放送や駅の構内放送などにも
気づかず、適切な行動がとれないこ
ともあります。
３�）音によって周囲の状況を判断でき

ない場合がある
　�　音などから周囲の状況を判断がで
きない場合があるため、不自由を感
じるだけでなく、危険な目に遭うこ
ともあります。
４）自分の意志を伝達しにくい

4-2�　聴覚障がい者のコミュニケー
ション手段

　一般的には、聴覚障がい者であれば
手話ができると思われがちですが、手
話を習得していない聴覚障がい者も大
勢います。そのため可能な限りの方法
で、少しでも聴覚を補い情報を得よう
としています。

３．防衛省様からの感謝状の授与（東日本大震災復興の感謝状）

 ソリューション事業部　営業部門長　今　輝行

　東日本大震災発生後、平成23年３
月13日に防衛省の係官から電話が入
り、航空自衛隊松島基地内の通信設備
が津波によって被災しているので、災
害復旧の支援をお願いしたいとの要請
がありました。
　平成23年３月24日に係官とともに
震災後初めて松島基地に入りました
が、基地内予備周辺は津波による瓦礫
や汚泥、車両等が散乱しており、悲惨
な状況でした。
　日本各地からの支援部隊も駆けつけ
復旧作業に従事しておりましたが、全
員が泥まみれで施設の廊下で仮眠を取
るなど隊員は憔悴しきった状態でし
た。
　この状況を見たとき復旧は簡単なこ
とではないと痛感したのが正直な気持
ちでした。
　仙台市内もライフラインが途絶え、
ガソリンの確保もできない状況の中
で、本当に復旧作業を引き受けて良い
のかを自問自答したのも正直なところ
でしたが、部隊の方々の救助活動、そ
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警報情報を利用し、緊急時のサイレン
音の代わりに文字表示装置の「文字情
報」と、回転灯やフラッシュランプの
「光」で、緊急警報情報提供を行いま
す。また、文字表示装置は、通常利用
（緊急時以外）には、パソコンを利用
してさまざまな表示をすることができ
ます（図２・３）。

4-4　システムの特徴
１�）文字表示装置の「文字情報」と回
転灯・フラッシュライトの「光」
　�　地震警報設備や火災設備などの防
災システムより発信する警報情報を
利用し「光」により注意を促し、
「文字情報」により緊急警報情報を
表示します。
２�）LANネットワーク接続による文
字表示装置への文字情報入力
　�　館内案内表示、催し物案内表示、
呼出し表示、お知らせ表示、時事情
報表示、時刻表示などが可能です。
３�）文字表示装置の「文字」と回転灯
の「光」による、スケジュール表示
　�　毎日同じ時間に、文字と光により
“閉館時間”“休憩時間”などの表示

１）残存聴力を生かす
　�　補聴器、人工内耳、補聴援助シス
テム（磁気誘導ループ、赤外線補聴
援助、�FM補聴）
２）視覚から得る情報
　�　手話、指文字、読話（読唇）、筆談、
要約筆記、メールなど
３）マスメディアから得る情報
　�　字幕、見えるラジオ、電光掲示板
など

4-3　情報提供システム
　聴覚障がい者の方は、視覚や身体に
障がいを持つ人のように、白い杖や車
いすを利用することがないため、外見
ではなかなか健常者と見分けがつきま
せん。そのため、事故や災害発生時に
避難情報や警報があっても取り残され
やすくなってしまうのが現状です。
　情報提供システムは、目視による緊
急情報の確認が可能となり災害から避
難するための援助を聴覚障がい者の方
に行うことができます。また、健常者
の方も確認のために利用できます。
　このシステムは、地震警報設備や火
災設備等の防災システムより発信する

図２　システム概要図
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図３　システム系統図

ろう学校の例

地下歩道の例

鉄道の例

市役所の例

写真４　想定される導入場所の例

ができます。ろう学校では、“授業
開始”“授業終了”を表示できます。
４�）個室内では回転灯・フラッシュラ
イトによる緊急情報
　�　トイレ内、浴室内では、緊急情報
を「光」によりお知らせします。
５�）スケジュールは、１年分の登録が
可能
　�　イベントや広告等の文字情報を１
年分登録できます。

4-5　導入場所
　地下歩道、ろう学校、聴覚障がい者
センター、市役所、図書館、鉄道、工
場など聴覚障がい者が生活する環境す
べてが対象となります（写真４）。

4-6　今後の動向
　消防法に記載される火災警報にひと
工夫加えたこのシステムは、公共の建
物に広く普及させたいと考えておりま
す。障がい者の方が、過ごしやすい街
づくり・環境創り、社会参加しやすい
環境をいつも考えながら、新しいシス
テムを考案していきたいと思います。


